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国立大学法人山口大学

（単位：百万円）

差額
（決算－予算）

収入
運営費交付金 13,086 13,086 －
施設整備費補助金 1,127 1,127 －
補助金等収入 74 192 118 （注１）
国立大学財務・経営センター施設費交付金 62 62 －
自己収入 21,006 22,174 1,168
授業料，入学料及び検定料収入 6,446 6,551 105 （注２）
附属病院収入 14,314 15,145 831 （注３）
雑収入 246 478 232 （注４）
産学連携等研究収入及び寄附金収入等 2,313 3,118 805 （注５）
長期借入金 0 0 －
目的積立金取崩 300 118 △182 （注６）

計 37,968 39,877 1,909

支出
業務費 26,965 27,186 221
教育研究経費 14,925 14,022 △903 （注７）
診療経費 12,040 13,164 1,124 （注８）
一般管理費 5,201 5,253 52 （注９）
施設整備費 1,189 1,189 －
補助金等 74 192 118 （注10）
産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 2,313 3,074 761 （注11）
長期借入金償還金 2,226 2,227 1

計 37,968 39,121 1,153

収入－支出 0 756 756

○予算と決算の差異について
（注１）補助金等収入については，予算段階では予定していなかった補助金の獲得に努めたため，
　　　　予算金額に比して決算金額が１１８百万円多額となっています。
（注２）授業料，入学料及び検定料収入については，在籍者数・入学者の増により，予算金額に
　　　　比して決算金額が１０５百万円多額となっています。
（注３）附属病院収入については，７対１看護体制の導入や手術件数の増，平均在院日数の短縮等
　　　　により予算金額に比して決算金額が８３１百万円多額となっています。
（注４）雑収入については，補助金間接経費収入等の増により，予算金額に比して決算金額が
　　　　２３２百万円多額となっています。
（注５）予算段階では予定していなかった受託研究等の獲得に努めたため，予算金額に比して決算
　　　　金額が８０５百万円多額となっています。
（注６）目的積立金取り崩しについては，事業計画の変更により，予算金額に比して決算金額が
　　　　１８２百万円少額となっています。
（注７）教育研究経費においては退職手当を含む人件費の減と（注６）に示した理由等より，予算
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　　　　金額に比して決算金額が９０３百万円少額となっています。
（注８）診療経費については，設備投資と（注３）に示した理由により，予算金額に比して決算金額
　　　　が１，１２４百万円多額となっています。
（注９）一般管理費については，原油高騰等に伴う学内予算の変更により，予算金額に比して決算
　　　　金額が５２百万円多額となっています。
（注10）（注１）に示した理由により，予算金額に比して決算金額が多額となっています。
（注11）（注５）に示した理由により，予算金額に比して決算金額が多額となっています。


